
記
載
し
た
宣
誓
書
に
署
名
し
て
服
務
の
宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
、
生
徒
、
予
備
自
衛
官
等
又

は
非
常
勤
の
隊
員
が
隊
員
と
な
つ
た
と
き
（
法
第
七
十
条
第
三
項
又
は
第
七
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
予
備
自
衛
官
又
は
即
応
予
備
自
衛
官
が
自
衛
官
に
な
つ
た
と
き
を
除
く
。）も
同
様
と
す
る
。

次
の
宣
誓
文
を
記
載
し
た
宣
誓
書
に
署
名
し
て
服
務
の
宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
衛
官
候
補
生
、

学
生
、
生
徒
、
予
備
自
衛
官
等
又
は
非
常
勤
の
隊
員
が
隊
員
と
な
つ
た
と
き
（
法
第
七
十
条
第
三
項
又
は
第
七

十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
予
備
自
衛
官
又
は
即
応
予
備
自
衛
官
が
自
衛
官
に
な
つ
た
と
き
を
除
く
。）

も
同
様
と
す
る
。

宣

誓

宣

誓

私
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、

一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、
常
に
徳
操
を
養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、技
能
を
磨
き
、

政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を
も
つ
て
専
心
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を

顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
つ
て
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

私
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、

一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、
常
に
徳
操
を
養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、技
能
を
磨
き
、

政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を
も
つ
て
専
心
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を

顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
つ
て
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

（
自
衛
官
候
補
生
の
服
務
の
宣
誓
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
三
十
九
条
の
二

自
衛
官
候
補
生
と
な
つ
た
者
は
、
次
の
宣
誓
文
を
記
載
し
た
宣
誓
書
に
署
名
し
て
服
務
の
宣

誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宣

誓

私
は
、
自
衛
官
候
補
生
た
る
の
名
誉
と
責
任
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、
常
に
徳
操

を
養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、
知
識
を
か
ん
養
し
、
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
専
心
自
衛
官

と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
に
励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

（
休
暇
）

（
休
暇
）

第
四
十
六
条

隊
員
（
学
生
、
生
徒
、
予
備
自
衛
官
等
及
び
非
常
勤
の
隊
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同

じ
。）の
休
暇
は
、
年
次
休
暇
、
病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
と
す
る
。

第
四
十
六
条

隊
員
（
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、
生
徒
、
予
備
自
衛
官
等
及
び
非
常
勤
の
隊
員
を
除
く
。
以
下
こ

の
節
に
お
い
て
同
じ
。）の
休
暇
は
、
年
次
休
暇
、
病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
、介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
と
す
る
。

（
雑
則
）

（
雑
則
）

第
五
十
条

こ
の
節
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
隊
員
並
び
に
学
生
、
生
徒
、
非
常
勤
の
隊
員
及
び
訓
練
招
集
中
又

は
教
育
訓
練
招
集
中
の
予
備
自
衛
官
等
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
並
び
に
訓
練
招
集
期
間
及
び
教
育
訓
練
招
集
期

間
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
防
衛
大
臣
が
定
め
る
。

第
五
十
条

こ
の
節
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
隊
員
並
び
に
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、
生
徒
、
非
常
勤
の
隊
員
及

び
訓
練
招
集
中
又
は
教
育
訓
練
招
集
中
の
予
備
自
衛
官
等
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
並
び
に
訓
練
招
集
期
間
及
び

教
育
訓
練
招
集
期
間
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
防
衛
大
臣
が
定
め
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

防
衛
省
の
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正

後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
支
給
額
が
零
と
な
る
職
員
）

（
支
給
額
が
零
と
な
る
職
員
）

第
七
条

法
第
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
防
衛
大
臣
が
定
め
る
職
員

は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

第
七
条

法
第
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
防
衛
大
臣
が
定
め
る
職
員

は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
同
上
﹈

﹇
号
を
削
る
。﹈

四

自
衛
官
候
補
生

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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